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不発弾処理のお知らせ 
５月１２日から１４日までの３日間、父島で不発弾処理を実施いたします。 

処理には万全を期しますが、より安全を確保するため、５月１３日（水）は奥村地区の立入制限および住民の避難、１２日（火）、１４日

（木）は洲崎地区への立入制限を実施いたしますので、村民の皆様のご協力をお願いいたします。 

処理日程 ５月１２日（火） 艦砲弾１発を洲崎にて爆破処理 

           １３日（水） 艦砲弾２発を発見場所（海軍墓地上）にて一部破壊、運搬 

           １４日（木） 一部破壊の残骸を洲崎にて爆破処理 

☆ 不発弾は、旭山中腹にて米国製の艦砲弾３発が発見されました。 

☆ これまで父島で発見された不発弾については、発見場所から洲崎地区へ運搬し、土中にて爆破処理を行ってきましたが、今回発見さ

れた３発のうち、２発については運搬に危険が伴うため、発見場所での処理になります。 

（２～３ページをご覧ください。） 

☆ この２発の処理については発見場所で行うため、少量の爆薬により不発弾の一部分を破壊し、爆発の危険を無くした上で洲崎に運搬

し最終処理を行う予定です。 

☆ 一部破壊の作業中に不発弾本体が爆発する可能性も無いとはいえませんので、この２発の処理日（１３日）には、処理地点から半径 

３００ｍ以内は立入禁止となり、このエリアにお住まいの方は、処理時間中は全員避難していただくことになります。避難対象地域に

お住まいの皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、安全確保のためご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

不発弾処理、および避難についてご不明な点は、総務課℡２－３１１１ までお問い合わせください 
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不発弾処理に伴い村営バスの運行、ごみ収集は次のように変更になります。 
 

 
 

○ 村営バス 

大村奥村循環線 ３日間とも通常どおり運行します。 

扇浦・小港線 １３日（水）午前８時～午後４時３０分の間は運休となります。 

（村役場前７:３８着まで運行、村役場前１７:１５発から運行再開） 

１２日（火）、１４日（木）は通常どおり運行します。 

＊規制時間が変更になった場合は運行再開便が変更になる場合があります。詳しくは当日村営バス営業所℡２－３９８８まで

お問い合わせください。 

 

○ ごみ収集 

①１２日は、父島全域で通常どおりの可燃・資源ごみを午後から回収します。正午までにごみステーションに出してください。 

②奥村避難区域内のごみステーションでは、①に加え、１３日の回収をすべて中止します。１３日はごみを出さないでください。

また、１４日の資源金属回収も中止します。なお、１３日に予定していた粗大ごみの回収は、曜日を変更して１４日（木）に実

施します。１４日の朝８時までにごみステーションに出してください。詳しくは建設水道課℡２－３１１５までお問い合わせくだ

さい。 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/27現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

3月気象状況    （父島） 

最高気温   26.0℃ 

最低気温   13.9℃ 

平均気温   19.6℃ 

平均湿度   70％ 

月降水量   69.5mm 

住民基本台帳登録者数（4/1）                      

             2,387人 

             父島      母島               

  人口      1,957人   430人 
  世帯      1,052    224 

短期滞在者     35人     16人 

ＮＯ．５５１ 

平成21年(2009) 

５/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 
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不発弾処理現場 

 

【立入禁止区域】 
５月１３日（水）８:００～１６：３０ 

※上記の時間帯は屋内にいる 

こともできません。 

 

【通行止め】 
 

 
 

奥村 ⇔ 長崎展望台 

夜明道路 

 
 

【迂回路】 
 

 

大村・奥村地区 ⇔ 境浦・扇浦地区 

※誘導員の指示に従ってください 



  NO．551   平成 21（2009）年 5月 1日（金）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

                                       

                                       

                                       

                                        

５月１３日（水） 奥村地区避難日 

・ 右の図の赤線で囲まれた範囲が午前８時から午後４時３０分まで立入禁止および住民の避難区域になります。 

・ 午前８時までに「立入禁止および避難区域」の外へ退避してください。 

・ 地域福祉センターに一時避難所を開設します。一時避難所では非常食（アルファ米、飲料水）の提供を行います。 

・ 自力で避難できない方や、避難に問題のある方は、お早めに村役場総務課までご連絡ください。 

・ 立入禁止区域周辺には係員を配置して警戒を行いますので、指示に従ってください。 

（通行規制） 

・ 「立入禁止および避難区域」の道路はすべて通行止めになります。 

・ 大村･奥村地区⇔境浦・扇浦地区の通行は右の図の迂回路を通行してください。 

（保育園入口～村道漁港線～製氷海岸～五洋建設資材置き場～都道第１トンネル入口） 

・ 迂回路は、狭い道になりますので、通行には十分注意して、誘導員の指示に従って通行してください。 

・ 夜明道路は、奥村分岐点～長崎展望台入口が通行止めとなります。 

５月１２日（火） 

・ 下の図の立入禁止区域が午前７時３０分から正午まで立入禁止になります。 

（通行規制） 

・ コペペ線分岐点より先の都道は通行止めとなります。村道コペペ線は全線通行止めとなります。 

・ 洲崎象鼻崎付近、焼場海岸付近の海域は立入禁止となります。 

５月１４日（木） 

・ 下の図の立入禁止区域が午前８時から正午まで立入禁止になります。 

（通行規制） 

・ コペペ線分岐点より先の都道は通行止めとなります。村道コペペ線は全線通行止めとなります。 

・ 洲崎象鼻崎付近、焼場海岸付近の海域は立入禁止となります。 

 

※ いずれの日も処理作業の状況により、規制の終了時間が長くなったり、短くなることがあります。規制の解除、および規制の延長に

つきましては防災行政無線でお知らせしますのでご注意ください。 

※ 避難の際には、必ず鍵をかけるようお願いします。 避難の確認のため、戸別訪問をさせていただくことがあります。 

※ 日によって規制区域、規制時間が異なりますので、お間違いのないようご注意ください。 

不発弾 

処理現場 

立入禁止区域 

通行止 

５月１２日（火）７:３０～正午 

１４日（木）８:００～正午 

○都道父島循環線 

○村道コペペ線 
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村
政
確
立
30
周
年
記
念
式
典 

  

村
長
・
村
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
村
政
が

確
立
し
て
か
ら
30
年
が
経
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

４
月
23
日
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
村
政

確
立
30
周
年
記
念
式
典
」
お
よ
び
「
祝
賀
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。 

式
典
に
は
、
笠
井
東
京
都
総
務
局
行
政
部
長
を
始

め
と
す
る
村
外
か
ら
の
ご
来
賓
、
馬
返
小
笠
原
総
合

事
務
所
長
を
始
め
と
す
る
村
内
の
ご
来
賓
、
村
民
の

皆
様
あ
わ
せ
て
約
80
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 当

日
は
、
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
ご

来
賓
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
村
政
の
功
労
者
（自
治

功
労
）
に
対
し
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

受
賞
者
の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の
村
政
へ
の
功
労
に

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

【
受
賞
者
】 

佐
々
木
卯
之
助 

様 

佐
藤 

直
人 

様 

宮
川 

 

晋 

様 

池
田 

 

望 

様 

               

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

硫
黄
島
訪
島
事
業
の
参
加
者
募
集 

 

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
７
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
理
解
す

る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
環
と
し
て
、
硫
黄
島
訪
島
事
業
へ
の
一
般

住
民
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

【
日
程
】 

６
月
13
日
（土
）
午
後
９
時 

父
島
発 

14
日
（日
）
早
朝 

 
 

硫
黄
島
着 

上
陸
後 

 

慰
霊
祭 

午
後
１
時 

島
内
視
察 

15
日
（月
）
午
前
８
時 

島
内
視
察 

午
後
５
時 

硫
黄
島
発 

16
日
（火
）
早
朝 

 
 

父
島
着 

※
日
程
に
つ
い
て
は
調
整
中
の
た
め
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
、
必

ず
日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
移
動
】
お
が
さ
わ
ら
丸
（父
島
〜
硫
黄
島
） 

※
母
島
か
ら
参
加
の
方
は
、
13
日
午
前
９
時
30

分
母
島
発
の
ゆ
り
丸
（チ
ャ
ー
タ
ー
便
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
16
日
の
帰
り
の
便
は
、
各
自

の
負
担
で
す
。 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生 

以
上
の
方
で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自

ら
の
健
康
管
理
の
で
き
る
方
。 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島

事
業
に
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
で
、
か
つ
村
で

の
在
住
年
数
の
長
い
方
を
優
先
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
１
日
（金
）
〜
13
日
（水
） 

【
申
込
窓
口
】
総
務
課
、
母
島
支
所 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
費
用
】
３
万
円 

（食
費
６
食
分
含
む
） 

※
参
加
決
定
後
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

軽
自
動
車
税
と
そ
の
納
付
期
限 

 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
現
在
の
軽
自
動
車
な
ど
（原
動
機
付
自
転
車
、
二

輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
）

の
所
有
者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。 

な
お
、
軽
自
動
車
税
に
は
、
自
動
車
税
の
よ
う
な

月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
成
21
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
、
６
月

１
日
（月
）
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 ま

た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付

を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
11
日(

月
）

に
発
送
の
予
定
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 軽
自
動
車
税
の
減
免 

 

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
、
減
免
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

減
免
に
な
り
ま
す
。 

な
お
、
昨
年
度
、
減
免
申
請
さ
れ
た
方
も
、
再
度

申
請
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
軽
自
動
車
の
減
免
基
準
】 

 

①
身
体
や
精
神
に
障
害
を
有
し
、
歩
行
が
困
難
な

方
（
ま
た
は
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く
す
る

方
）が
所
有
す
る
車
両 

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
、
普
通
自
動
車

も
含
め
て
１
台
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
次
に

定
め
る
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
に
対
し

適
用
し
ま
す
。 

○
身
体
障
害
者
手
帳 

 
 
 

※
障
害
者
の
等
級
は
、
次
の
と
お
り 

  

                   

○
愛
の
手
帳
（療
育
手
帳
） 

総
合
判
定
が
１
度
か
ら
３
度 

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
精
神
通
院
医

療
に
係
る
自
立
支
援
医
療
費
受
給
者
に
限

り
ま
す
） 

 
 
 
 

障
害
等
級
が
１
級 

○
戦
傷
病
者
手
帳 

 
 
 
 

該
当
す
る
障
害
等
級
は
別
に
定
め
る
基
準

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

②
身
体
障
害
者
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
構
造
変

更
の
な
さ
れ
た
車
両 

○
車
検
証
に
「身
体
障
害
者
輸
送
車
」と
記
載

さ
れ
た
も
の 

○
車
椅
子
用
の
昇
降
装
置
、
固
定
装
置
な
ど
を

装
備
す
る
も
の 

○
上
肢
ま
た
は
下
肢
の
み
で
運
転
が
可
能
で

あ
る
も
の 

○
そ
の
他
、
こ
れ
に
類
す
る
構
造
上
の
変
更
を

加
え
た
も
の
、
ま
た
は
特
別
の
仕
様
で
製
造

さ
れ
た
も
の 

 

乳
幼
児
期
以
前

の
非
進
行
性
の

脳
病
変
に
よ
る

運
動
機
能
障
害 

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
障
害 

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、

直
腸
ま
た
は
小
腸
の
機
能
障
害 

移
動
機
能 

上
肢
機
能 

体
幹
不
自
由 

下
肢
不
自
由 

上
肢
不
自
由 

音
声
機
能
障
害 

平
衡
機
能
障
害 

聴

覚

障

害 

視

覚

障

害 

障
害
の
区
分 

１
級
か
ら
３
級 

１
級
・
３
級
・
４
級 

１
級
か
ら
６
級 

１
級
・
２
級 

１
級
か
ら
３
級
お
よ
び
５
級 

１
級
か
ら
６
級 

１
級
・
２
級 

３
級 

（喉
頭
摘
出
に
よ
る
音
声
機
能
障 

害
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
） 

３
級
・
５
級 

２
級
・
３
級 

１
級
か
ら
３
級 

お
よ
び
４
級
の
１ 

障
害
の
等
級 

記
念
式
典 
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③
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
車
両 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
所
有
し
、
専
ら
当

該
法
人
の
非
営
利
事
業
に
供
さ
れ
て
い
る

軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
村
長
が
認
め
る
も

の 

○
社
会
福
祉
法
人
が
自
ら
所
有
し
、
専
ら
当
該

法
人
の
本
来
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車
な
ど 

 

④
生
活
保
護
受
給
者
が
所
有
す
る
車
両
、
ま
た
は

天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
車
両 

【
申
請
期
限
】 

軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
前
７
日
ま
で 

（今
年
度
は
平
成
21
年
５
月
25
日
ま
で
） 

【
申
請
場
所
】
財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所 

【
そ
の
他
】 

 
 

申
請
者
の
内
容
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
な
ど
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
村
役
場
に
ご
確
認
の

上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 ね
ん
き
ん
定
期
便 

  

社
会
保
険
庁
で
は
、
４
月
よ
り
、
皆
様
の
保
険
料

納
付
実
績
や
年
金
の
見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し
た

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
送
付
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
（以
後
、
毎
年
誕
生
月
に
送
付
） 

 

◎
通
知
す
る
内
容 

 

【
21
年
度
】 

①
年
金
加
入
期
間
（加
入
月
数
、
納
付
済
月
数
等
） 

②
50
歳
未
満
の
方
に
は
、
加
入
実
績
に
応
じ
た
年

金
の
見
込
み
額
。
50
歳
以
上
の
方
に
は
、
ね
ん

き
ん
定
期
便
作
成
時
点
の
加
入
制
度
に
引
き

続
き
加
入
し
た
場
合
の
将
来
の
年
金
見
込
み

額
。
（
既
に
年
金
受
給
中
（
全
額
停
止
中
も
含

む
）の
方
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。
） 

③
保
険
料
の
納
付
額
（被
保
険
者
負
担
分
累
計
） 

④
年
金
加
入
履
歴
（加
入
制
度
、
事
業
所
名
称
、
被

保
険
者
資
格
取
得
・
喪
失
年
月
日
等
） 

⑤
厚
生
年
金
の
全
て
の
期
間
の
月
ご
と
の
標
準
報

酬
月
額
・
賞
与
額
、
保
険
料
納
付
額 

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
ご
と
の
保
険

料
納
付
状
況
（納
付
、
未
納
、
免
除
等
の
別
） 

【
22
年
度
以
降
】 

21
年
度
の
①
〜
③
に
つ
い
て
、
更
新
し
た
も
の
、

ま
た
⑤
お
よ
び
⑥
に
つ
い
て
は
、
直
近
１
年
分
を

通
知
し
ま
す
。 

節
目
年
齢
時
（
35
歳
、
45
歳
、
58
歳
）
の
方
々

に
対
し
て
は
、
21
年
度
と
同
内
容
を
更
新
し
て
通

知
し
ま
す
。 

   

お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
た
際
は
、
加
入
記
録
・

記
載
内
容
に
も
れ
や
誤
り
が
な
い
か
、
十
分
に
ご

確
認
い
た
だ
き
、
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
、
同
封
の

「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」
に
て
回
答
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
58
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
自

身
の
年
金
加
入
記
録
を
前
も
っ
て
確
認
い
た

だ
き
、
将
来
の
年
金
の
請
求
手
続
き
を
円
滑
に

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
も
れ
や
誤
り
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
水

色
の
用
紙
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」
が
同

封
さ
れ
て
い
る
方
（「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に

未
回
答
の
方
等
）
は
、
必
ず
ご
回
答
を
い
た
だ

く
必
要
の
あ
る
方
で
す
の
で
、
「
訂
正
な
し
」

で
あ
っ
て
も
同
様
に
ご
回
答
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

  

◎
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
番
号
」

お
よ
び
受
付
時
間 

 

【
専
用
電
話
】 

０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５ 

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は 

０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
４
４ 

【
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
月
〜
金
） 

※
第
２
土
曜
日
の
み
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 
 
 

（祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
） 

 

※
こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
承
っ
て
お
り
ま

す
。 

 ●
問
合
せ
先 

港
社
会
保
険
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

村
民
課
住
民
係 

    
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
営
バ
ス 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
中
の
運
行 

 

村
営
バ
ス
は
、
５
月
２
日
（土
）〜
５
日
（火
）の
間
、

休
日
ダ
イ
ヤ
運
行
に
加
え
て
、
扇
浦
線
を
増
便
し
て

運
行
し
ま
す
。 

○
午
前
８
時
15
分
「
村
役
場
前
」
発 

○
午
前
８
時
30
分
「
小
港
海
岸
」
発 

○
午
後
１
時
30
分
「
村
役
場
前
」
発
※ 

○
午
後
１
時
45
分
「
小
港
海
岸
」
発
※ 

※
印
に
つ
い
て
は
、
５
日
の
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
ぜ
ひ
村
営
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開 

 
 ◎

情
報
公
開
制
度 

 

情
報
公
開
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、
村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

公
開
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
20
年
度
の
公
開
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
情
報
公
開
】 

 

《
請
求
件
数
》
１
件 

《
公
開
件
数
》
１
件
（一
部
公
開
） 

※
一
部
公
開
…
公
開
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分

を
除
い
て
公
開
す
る
こ
と
。 

【
任
意
的
公
開
（簡
易
な
情
報
公
開
）
】 

 

《
公
開
件
数
》
42
件 

 

◎
個
人
情
報
保
護
制
度 

 

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
権
利
を
明
ら
か
に
し
、

個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
公

正
で
信
頼
さ
れ
る
村
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

開
示
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
20
年
度
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
請
求
公
開
】
４
件
（公
開
件
数
４
件
） 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

野
ネ
コ
捕
獲
事
業
の
住
民
説
明
会 

 

〜
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
を
救
え
〜 

 

小
笠
原
ネ
コ
に
関
す
る
連
絡
会
議
で
は
、
例
年
ア

カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
繁
殖
期
間
中
に
中
央
山
・

東
平
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
一
帯
に
お
い
て
野
ネ
コ

の
捕
獲
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
捕
獲
状
況
と
母
島
南
崎
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま 

す
。 

 

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
11
日
（月
） 
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午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

複
合
施
設
建
設
工
事
に
伴
う 

 

村
道
大
神
宮
線
の
迂
回
通
行 

  

６
月
８
日
（月
）
か
ら
１
週
間
程
度
の
間
、
診
療
所

前
の
村
道
大
神
宮
線
が
工
事
の
た
め
通
行
止
に
な
り

ま
す
。 

こ
れ
に
伴
い
、
村
道
大
神
宮
線
の
迂
回
道
路
を
次

の
と
お
り
と
し
ま
す
の
で
、
通
行
の
際
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

ま
た
、
夜
間
は
特
に
注
意
し
て
通
行
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                    

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

水
道
水
の
水
質
検
査
計
画
の
公
表 

 

水
質
検
査
は
、
お
客
様
に
供
給
し
て
い
る
水
道
水

の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
水

道
水
の
水
質
管
理
の
中
核
を
な
す
も
の
で
す
。 

水
質
検
査
計
画
と
は
、
水
質
検
査
の
適
正
化
と
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
水
道
事
業
者
が
検
査
地

点
や
検
査
項
目
を
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。 

村
で
は
、
水
道
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
、
毎
事
業

年
度
の
開
始
前
に
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

安
心
で
お
い
し
い
水
を
提
供
す
る
た
め
に
、
水
質

検
査
計
画
と
検
査
結
果
を
公
表
し
、
利
用
者
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
検
査
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
よ
り
安
心
で
き
る
水
道
を
目
指
し
ま
す
。 

平
成
21
年
度
水
質
検
査
計
画
お
よ
び
平
成
20
年

度
水
質
検
査
結
果
は
、
建
設
水
道
課
お
よ
び
母
島
支

所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
１
日
（金
）
〜
20
日
（水
） 

【
診
療
日
程
】
５
月
23
日
（土
）
、
24
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
、

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま
た
は

母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

５
月
18
日
（月
）
〜
24
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 住
民
健
診
結
果
（父
島
） 

  

昨
年
12
月
に
実
施
し
ま
し
た
住
民
健
診
の
結
果

は
村
役
場
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
父
島
に
お
い
て

結
果
報
告
書
を
取
り
に
来
て
い
な
い
方
が
い
ま
す
。 

 

健
診
は
受
け
た
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
結
果
を
基
に
自
己
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
健

康
管
理
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
必
要
な
保
健
指
導

や
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
も
の

で
す
。 

結
果
報
告
書
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

父
島
返
還
祭
参
加
者
募
集 

 
 

今
年
も
「
父
島
返
還
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
皆
様
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
後
日
配
布
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
27
日
（土
）
午
後
５
時
か
ら 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
募
集
内
容
】 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
募
集
》 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ

わ
し
い
出
演
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

《
夜
店
募
集
》 

飲
食
、
物
販
な
ど
来
場
者
の
た
め
の
出
店
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
応
募
締
切
】
５
月
29
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
３
月
24
日
（火
）〜
４
月
15
日
（水
） 

○
国
、
都
各
関
係
機
関
挨
拶
等(

振
興
開
発
特
別
措

置
法
延
長
・
返
還
40
周
年
記
念
事
業
関
係) 

○
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
要
望
活
動
、
航
空
路
関
係
会

議
出
席
、
村
政
確
立
30
周
年
記
念
式
典
案
内 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
５
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
５
月
11
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

新
た
に
小
笠
原
村
に
転
入
さ
れ
た
方
に 

 

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
は
、
独
自
の
生
態
系
か
ら

な
る
貴
重
な
国
民
の
財
産
で
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

自
然
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
そ
の
大
半
が
森
林

生
態
系
保
護
地
域
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
昨
年
９
月
30
日
か
ら
、
人
の
利
用
で
き
る

ル
ー
ト
を
限
定
し
、
講
習
を
受
講
し
た
上
で
入
林
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
自
然
と
の
共
生
を

目
指
す
「
利
用
の
ル
ー
ル
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
27
日
（水
）
午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 
 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
、
居
住
証
明
書
な
ど
）
、
③
11
枚
綴

り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
各

家
庭
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原

村
に
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
村
役
場

村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
で
配
付
し
て
い

ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
電
話
で
予
約
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

２
―
２
１
０
３ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
願
い 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
、
今
年
も
本
格
的

な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
観

光
業
や
漁
業
関
係
者
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
村
民
全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
「海
難
事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
し
ま 

し
ょ
う
。 

海
へ
出
か
け
る
際
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。 

○
天
候
の
急
変
に
注
意
し
、
最
新
の
気
象
情
報
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。 

○
単
独
行
動
や
無
理
な
行
動
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

○
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
舶
の
出
航
前
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金 

貸
付
利
率
改
正 

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率
が
４
月

１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

変
更
後
の
貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（変
更

前
に
借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の
利

率
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

 

２
―
２
１
２
２ 

 

農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
農
間
も
な
い
若
手

農
業
経
営
者
の
技
術
講
習
を
目
的
に
「
農
業
者
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
農
業
従
事
者 

【
日
時
】 

各
月
の
お
が
さ
わ
ら
丸
最
終
出
港
翌
日 

午
前
10
時
30
分
〜
正
午 

※
当
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
最
終
便
の

前
便
出
港
翌
日
と
し
ま
す
。 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】 

５
月 

果
樹
取
木
実
習 

６
月 

農
業
機
械
実
習 

７
月 

農
家
見
学 

８
月 

野
菜
栽
培
講
習 

９
月 

マ
ン
ゴ
ー
せ
ん
定
実
習 

 
 
 
  
 
  
 

10
月  

  
  
 
  

農
業
簿
記
講
習 

 
  
 
  
  
 

11
月 

 
  
  
 
  

果
樹
定
植
実
習 

こどもまつり（父島） 
５月３日（日）  

午前１０時～午後12時 

おまつり広場 

(雨天の場合 地域福祉センター) 

村民課福祉係 2-3939 

子供の日の集い(母島) 
５月３日（日）  

午前10時～午後 12時 

母島小中学校グラウンド 

(雨天の場合は体育館) 

母島支所 3-2111 

生
活
資
金 

住
宅
資
金 

商
工
業
資
金 

漁
業
資
金 

農
業
資
金 

資
金
名 

１
・
９
％ 

３
・
６
７
％ 

２
・
４
％ 

１
・
６
％ 

１
・
６
％ 

変
更
後
の
利
率 

みみ んん なな でで ああ そそ びび にに きき てて ねね ！！  
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12
月 

  
 
  
 

カ
ン
キ
ツ
せ
ん
定
実
習 

 
 

１
月 

農
業
土
木
・
鳥
獣
保
護 

 
 

２
月 

カ
ン
キ
ツ
接
木
実
習 

※
セ
ミ
ナ
ー
は
都
合
に
よ
り
内
容
、
時
期
、
場

所
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
そ
の
他
、
農
業
セ
ン
タ
ー
試
験
圃
場
見
学
な

ど
を
開
催
予
定
で
す
。 

【
講
師
】 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
職
員
、
営
農
研
修
所
職

員
、
外
部
講
師 

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
問
い
合
わ
せ
の
上
、
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
母
島
で
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
営
農
研
修
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
１
０
４ 

《
母
島
》
営
農
研
修
所 

 
 
 

３
―
２
１
２
９ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
５
月
17
日
（日
）
午
前
９
時
〜 

【
申
込
締
切
】
５
月
15
日
（金
）
午
後
５
時
15
分 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
５
月
22
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
加
入
の
お
願
い 

 
 

皆
さ
ん
が
現
在
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
地
上
波
放
送

は
、
民
間
の
通
信
衛
星
を
介
し
て
本
土
の
電
波
を
送

信
、
小
笠
原
村
に
て
受
信
す
る
と
い
っ
た
、
今
ま
で

に
な
い
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
平
成
８
年
４
月
よ
り

本
土
の
テ
レ
ビ
放
送
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
は
、
通
信
衛
星
の
使
用

料
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
合
計
で
約
３
億
５
千

万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
東
京
都
・

放
送
事
業
者
・
小
笠
原
村
（村
民
を
含
む
）
で
分
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
方
に
は
、
テ
レ

ビ
視
聴
管
理
組
合
に
加
入
い
た
だ
き
、
利
用
料
を
お

支
払
い
の
上
、
テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
を
ご
覧
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

加
入
、
住
所
変
更
、
お
よ
び
脱
退
の
手
続
き
の
際

に
は
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

【
利
用
料
】 

 
 

一
般
世
帯 

 
 
 

月
額
３
０
０
０
円 

 
 

事
業
所
・
旅
館
業 

月
額
５
２
０
０
円 

【
受
付
場
所
】 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
（村
役
場
第
２
庁
舎
） 

 
 

村
役
場
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

 

日
商
簿
記
検
定
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
６
月
14
日
（日
） 

【
受
験
申
込
期
間
】 

５
月
13
日
（水
）ま
で 

【
受
験
料
】
《
４
級
》
１
６
０
０
円 

《
３
級
》
２
５
０
０
円 

《
２
級
》
４
５
０
０
円 

 
 

試
験
会
場
は
父
島
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
母

島
に
つ
い
て
も
受
験
希
望
者
が
い
る
場
合
に
会
場
を

設
け
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

小
笠
原
商
品
券
の
販
売 

 

先
行
販
売
が
終
了
し
た
小
笠
原
商
品
券
の
今
後
の

販
売
予
定
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
 ◎

短
期
滞
在
者
等
へ
の
販
売 

【
販
売
日
時
】 

５
月
７
日
（木
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
母
島
の
方
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

◎
フ
リ
ー
販
売 

先
着
順
で
販
売
し
、
冊
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

既
に
購
入
済
み
の
方
、
住
民
登
録
の
無
い
方
も
ご

購
入
い
た
だ
け
ま
す
が
、
完
売
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。 

【
販
売
日
時
】 

５
月
８
日
（金
）
か
ら
完
売
ま
で 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
母
島
の
方
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
販
売
は
平
日
の
み
で
す
。 

 

※
先
行
販
売
の
際
、
仕
事
の
関
係
で
購
入
で
き
な 

か
っ
た
方
は
、
随
時
商
工
会
に
て
販
売
い
た
し
ま

す
が
、
完
売
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

                  

    

硫
黄
島
３
島
展 

 

硫
黄
列
島
（北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
、
南
硫
黄
島
）
の

写
真
や
解
説
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 【
期
間
】 

５
月
１
日
（金
）
〜
５
月
６
日
（水
）
の
毎
日 

５
月
９
日
（土
）
〜
６
月
29
日
（月
）
の
間
の 

入
港
中 

【
開
館
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

※
５
月
１
日
〜
４
日
ま
で
は
午
後
９
時
ま
で 

 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
は
「
レ
イ
教
室
」、

「
ハ
カ
ラ
メ
は
が
き
づ
く
り
」、
「
タ
コ
ノ
葉
細
工

教
室
」
も
開
催
し
ま
す
。 

小笠原を元気に！ 
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●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 
 ◎

第
18
回 

島
魚
の
料
理
を
作
る 

〜
場
所
を
移
し
昼
食
会
を
し
ま
す
〜 

 

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
の
食
習
慣

が
大
切
で
す
。 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
料
理
好
き
だ
が
自
己
流
な
の
で
、
正
し
い
料
理

法
を
知
り
た
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
５
月
31
日
（日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ご
ろ 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度
（成
人
男
性
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
程
度
（食
材
に
よ
る
） 

【
持
ち
物
】
包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け
、 

 

三
角
巾
（バ
ン
ダ
ナ
・
タ
オ
ル
可
）
、
飲
み
物 

【
申
込
締
切
】
５
月
22
日
（金
） 

※
先
着
順 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

工
事
に
よ
る
電
話
回
線
へ
の
影
響 

 
 
 
 
 
 
 
 

（母
島
〜
父
島
・
本
土
間
） 

  

父
島
〜
母
島
間
の
無
線
設
備
切
替
工
事
に
よ
り
、

次
の
時
間
帯
は
母
島
エ
リ
ア
の
全
て
の
通
話
に
影
響

が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
時
間
帯
は
、
通
信
の
途
切
れ
や
雑
音
な
ど
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
20
日
（水
）
午
後
10
時
〜 

21
日
（木
）
午
前
４
時 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
東
京
西
１
１
３ 

 
 

カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ
ー
（局
番
な
し
） 

１
１
３ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
利
用 

 
 
 
 
 
 

 
 

７
月
20
日
（月
）
東
京
発
、
７
月
24
日
（金
）
父

島
発
の
お
が
さ
わ
ら
丸
は
、
７
月
22
日
（水
）
の
皆

既
日
食
観
測
を
目
的
に
、
多
数
の
観
光
客
が
利
用
さ

れ
る
た
め
、
大
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

夏
休
み
を
利
用
し
て
上
京
を
予
定
し
て
い
る
村
民

の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

７
月
24
日
（金
）
父
島
発
便
は
極
力
避
け
て
い
た
だ

き
、
７
月
18
日
（土
）
ま
た
は
７
月
28
日
（火
）
父

島
発
便
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
７
月
の
乗
船
券
は
５
月
11
日
（月
）
よ
り

一
斉
発
売
と
な
り
ま
す
。
急
用
な
ど
で
乗
船
さ
れ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
 

小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

 

は
は
じ
ま
丸
ド
ッ
ク
中
の
代
船
運
航 

  

は
は
じ
ま
丸
は
５
月
20
日
（水
）か
ら
６
月
17
日

（水
）ま
で
の
間
、
定
期
検
査
の
た
め
ド
ッ
ク
に
入
渠

し
ま
す
。
こ
の
期
間
の
代
船
と
し
て
、
ゆ
り
丸
（４
６

９
ｔ
、
定
員
90
名
）を
運
航
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
父
島
〜
母
島
間
の
所
要
時
間
は
２
時
間
20

分
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 

父
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

 
 

母
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
３
３
１ 

    

        

                               

 

   

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）
、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
５
月
14
日
（木
）
午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

  

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
の
上
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
５
月
７
日
（木
）
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

        

５月の燃料油価格変動調整金 
 

 ５月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおり改定となります。 
翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 

単位：円 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２１，２１０ (-1,360) １０，６１０ (-680) 

特 ２等 ３１，８１０ (-2,040) １５，９１０ (-1,020) 

１ 等 ４２，４３０ (-2,710) ２１，２１０ (-1,360) 

特 １等 ４９，０５０ (-3,140) ２４，５３０ (-1,570) 

特 等 ５３，１００ (-3,390) ２６，５５０ (-1,700) 

２等（学割） １６，９７０ (-1,090)  
２等 

（身体障害者割引）  １０，６１０ (-680)  ５，３１０ (-340) 
村民割引 
（往復）２等 ３１，８２０ (-2,040) １５，９２０ (-1,020) 

 １ 等 品 １４，５９６ (-608) 

２ 等 品 １３，５８８ (-566) 

３ 等 品 １２，４９９ (-521) 

０．１０トン以下  １，４６２ (-61) 

貨
物
運
賃 小口貨物 

（１口） ０．０７５トン以下  １，０８９ (-45) 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

１ 等 品  ８，２０９ （+145） 

２ 等 品 ７，６９６ （+136） 

３ 等 品  ７，１８３ （+127） 

０．１０トン以下 ８２３ （+15） 

貨
物
運
賃 小口貨物 

（１口） ０．０７５トン以下 ６２０ （+11） 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ３，８９０ (+110) １，９５０ (+60) 

１ 等 ７，７９０ (+230) ３，９００ (+120) 

村民割引 
（往復）２等 ５，０６０ (+140) ２，５４０ (+80) 
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専
門
診
療 

 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
（昭
和
大
学
病
院
） 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
10
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

11
日
（月
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

12
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

13
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

14
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
15
日
（金
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

16
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

17
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
（母
島
８
時
30
分
）〜
11
時 

 
 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
24
日
（日
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
26
日
（火
）、
28
日
（木
）、 

29
日
（金
）、
６
月
１
日
（月
） 

※
父
島
・
母
島
と
も
に
、
予
約
制
で
す
。
受
診
を

ご
希
望
の
方
は
、
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）の
午

後
１
時
30
分
〜
５
時
の
間
に
診
療
所
へ
お
電

話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
助
産

師
ま
た
は
看
護
師
が
承
り
ま
す
。 

※
予
約
は
５
月
１
日
（金
）か
ら
随
時
受
け
付
け
ま

す
。 

 

◎
産
科
婦
人
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
共
通 

 

【
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

 

５
月
６
日
（水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
、
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
午
後
の
外
来
診

療
は
５
月
８
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室 
 

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
ま
せ
ん
か
。 

 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
５
月
８
日
（金
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

※
扇
浦
ま
で
の
約
１
時
間
の
コ
ー
ス
を
歩
く

予
定
で
す
。 

【
必
要
な
も
の
】
飲
料
水 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
27
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
19
日
（火
） 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１  

                     

                                       

５
月
10
日 

母
の
日 
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・・・食育とは・・・ 
 
 

 

 

（1）生きる上での基本であって、知育、徳育および 体育の基礎となるべきもの 
 

（2）様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、

健全な食生活を実施することができる人間を育てること 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

2－3939 

食 育 について知ろう！ 
しょく   いく 

みなさん、「食育」という言葉を聞いたことはありますか？ なんとなく聞いたことがある方も全く聞

いたことがないという方もいると思います。実はこの言葉、最近出てきたものではないのです。明治時

代に出版された本に、「食育」という言葉はすでに書かれていました。しかし、大正・昭和の時代とあ

まり注目を浴びず、平成の世になり一躍「食育」という言葉が有名になりました。毎年 6 月は食育月

間になり、毎月 19日は食育の日と定められ、「食育」について考えようというイベントが各地で開催

されるようになりました。 

では、なぜいま「食育」という言葉がこんなにも世間をにぎわせているのでしょうか？ 

クジラ：私にもできる身近な食育ってどのようなものがありますか？ 
 
 

保健師：そうですね。バランスよく食べる、食べ残しをしない、地産地消を心がける他、3つ 
 

の「コショク」をなくすことも大切です。1つ目は「個食」家族と一緒でも別々のもの 
 

を食べる、または違う部屋で食べること、2つ目は「孤食」一人で（特に子ども）食事 
 

をすること、3つ目は「固食」同じものを食べ続けることです。これらを改善し、充実 
 

した食生活を送ることができるようにしましょう。 
 

 

クジラ：よし！私もみんなで同じものを食べて、食べ残しはしないように気をつけます！ 

 

 

 

「食育」という言葉が世間をにぎ

わせ、平成 17年に「食育基本法」

という法律までできたのには次

のような理由があります。            
 

 
 

１ 「食」を大切にする心の欠如    

２ 栄養バランスの偏った食事や  

不規則な食事の増加           

３ 肥満や生活習慣病（糖尿病な  

ど）の増加               

４ 過度の痩身志向         

５ 「食」の安全上の問題の発生    

６ 「食」の海外への依存       

７ 伝統ある食文化の喪失      
 

これらの理由により、食育の重

要性が再認識され、全国で食育活

動が取り組まれているのです。 

 

世代別食育のポイント 
 

乳児期：生涯にわたる健康的な生活習慣である「栄養」「運動」「休養」の基礎づくりが、も

う始まっています。食べることの楽しさ、喜びだけでなく、健康的な生活習慣も一緒に育

てていきましょう。 
 

幼児期：お子様はいっぱい遊んでおなかぺこぺこですか？ 楽しく元気に過ごすことができる

ようになるために、特に意識してもらいたいのは、食事、睡眠、遊びなど 1日の活動にメ

リハリをつけた規則性。そのためには、「食べる時間を決める」ことが、とても大切です。 
 

学童期：学童期は食習慣の完成期。バランスの良い食事の取り方、地産地消、食事のマナー

や食文化、食への感謝の気持ちを養いましょう。 
 

思春期：そろそろ大人の仲間入りになるあなた。毎日を楽しんで新しいことを吸収していま

すか？これから社会に羽ばたいていくために、食を世界レベルの視点で楽しみながら学び

ましょう。体が栄養を取る仕組みやテーブルマナー、日本の食文化や食料自給率について

など…。まずは日本食の「天ぷらそば」の材料の何割が日本産なのか調べてみませんか？ 
 

成人期：内閣府の世論調査では、今後の生活において特に力を入れたいベスト3の中に「食

生活」があります。働き盛りの皆様、「忙しい」が口癖になっていませんか？ 時にはゆっ

くりと 20年、30年という長い時間軸で、自分の健康や栄養・食を考えてみませんか。 
 

高齢期：世界有数の長寿国である日本（女１位、男４位）。その秘訣はたくさんありますが、

“食”の素晴らしさも重要な要因の一つです。皆さんが育まれ、守ってきた日本の食。それ
を後世に伝えませんか？ また、自分のために「食べて（栄養）・動いて（運動）・リフレッ

シュ（休養）」して健康寿命を延ばし、実年齢に関係なく、毎日を楽しく過ごしましょう。 

 

 

 

― 村民課福祉係 ― 

―  第１１１号  ― 

 



  NO．551   平成 21（2009）年 5月 1日（金）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-12- 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

   

【
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
最
近
の
動
向
】 

こ
れ
ま
で
に
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
世
界
自
然
遺

産
の
登
録
に
関
す
る
課
題
と
取
り
組
み
を
順
次
説
明

し
て
き
ま
し
た
。 

遺
産
登
録
に
向
け
て
の
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
外

来
種
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
外
来
種
の
取
り
組
み
方

針
と
短
期
目
標
を
含
め
た
対
策
の
方
向
性
を
定
め
る

と
と
も
に
、
島
ご
と
の
生
態
系
保
全
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
も
策
定
さ
れ
、
登
録
に
向
け
て
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。 

ま
た
、
登
録
に
必
要
な
保
護
担
保
措
置
も
平
成
19

年
に
森
林
生
態
系
保
全
地
域
を
指
定
す
る
と
共
に
今

年
度
は
、
国
立
公
園
の
見
直
し
を
検
討
し
、
見
直
し

案
に
つ
い
て
の
住
民
意
見
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

新
た
な
国
立
公
園
区
域
が
設
定
さ
れ
れ
ば
、
推
薦

に
必
要
な
保
護
担
保
措
置
は
終
了
し
ま
す
。
現
在
は

保
護
担
保
措
置
が
予
定
ど
お
り
指
定
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
に
、
下
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
推
薦
書
案
お

よ
び
管
理
計
画
案
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
推
薦
書
案
と
管
理
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
５

月
の
中
旬
に
科
学
委
員
会
を
開
催
し
学
識
経
験
者
か

ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
７
月
に
住
民
説
明
会
を
小

笠
原
で
開
催
す
る
予
定
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
は
、
策
定
さ
れ
た
推
薦
書
案
と
管
理
計
画

案
を
英
訳
し
た
後
に
９
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
に
仮
提
出

し
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

来
年
１
月
末
に
推
薦
書
を
本
提
出
の
予
定
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
１
年
は
、
来
年
１
月
末
の
推
薦
書
提

出
に
向
け
作
業
が
一
段
と
多
く
な
り
推
薦
書
提
出
に

向
け
て
の
会
議
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る
と
共
に
、
関
係

す
る
研
究
者
の
方
も
多
数
、
来
島
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
研
究
者
の
方
が
来
島
さ
れ
る
場
合
は
、
で
き

る
限
り
村
民
向
け
の
講
演
会
も
開
催
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
我
々
が
住
ん
で
い
る
小
笠

原
の
価
値
観
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

    

◎
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
今
後
の
動
き 

                                      

                    

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
13
回
「
平
和
の
黒
い
ハ
ト
」 

 

目
の
前
に
、
最
後
の
１
つ
が
い
が
い
ま
す
。
あ
な

た
は
も
う
１
ヶ
月
間
ろ
く
な
も
の
を
食
べ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
ア
カ
ポ
ッ
ポ
を
獲
っ
て
食
べ
れ
ば
、
あ
な

た
は
あ
と
一
週
間
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
間
に

次
の
食
物
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
食
べ
な

け
れ
ば
、
明
日
を
迎
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

こ
ん
な
時
、
ど
う
し
ま
す
か
？ 

私
な
ら
、
食
べ
ち

ゃ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
自
分
の
命
に
は
代

え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

個
人
の
周
り
に
は
家
族
が
い
ま
す
。
家
族
が
集
ま

り
、
地
域
社
会
が
で
き
、
そ
の
外
に
国
家
が
あ
り
、

環
境
が
あ
り
ま
す
。
内
側
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
外
を
守
る
余
裕
が
で
き
ま
す
が
、
安
定
し
て
い
な

け
れ
ば
、
外
に
目
を
向
け
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

戦
争
や
経
済
危
機
が
起
き
れ
ば
、
国
家
を
、
社
会

を
、
家
族
を
、
自
分
を
守
る
の
に
必
死
に
な
り
、
環

境
を
守
る
余
裕
は
な
く
な
り
ま
す
。
家
庭
に
問
題
を

抱
え
て
い
た
ら
、
頭
は
悩
み
で
い
っ
ぱ
い
で
、
環
境

保
全
な
ん
て
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。 

ハ
ト
は
ノ
ア
の
箱
船
か
ら
飛
び
立
ち
、
オ
リ
ー
ブ

の
葉
を
く
わ
え
て
帰
り
ま
し
た
。
洪
水
の
終
了
を
告

げ
た
こ
の
時
か
ら
、
ハ
ト
は
平
和
の
象
徴
と
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
社
会
が
平
和
で
、
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
る
こ
と
。
そ
れ
が
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
保
全
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。 

ハ
ト
は
小
笠
原
で
も
平
和
の
象
徴
な
の
で
す
。 

 

森
林
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

             

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

興
洋
で
イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
調
査 

 

東
京
都
小
笠
原
水
産
セ
ン
タ
ー
と
Ｏ
Ｗ
Ａ
は
、
小

笠
原
海
域
に
出
現
す
る
鯨
類
の
種
お
よ
び
分
布
を
把

握
す
る
た
め
、
調
査
指
導
船｢

興
洋｣

で
目
視
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
船
の
ア
ッ
パ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
と
呼

ば
れ
る
外
部
デ
ッ
キ
か
ら
、
調
査
員
が
肉
眼
あ
る
い

は
双
眼
鏡
を
用
い
て
遭
遇
し
た
鯨
類
の
種
や
個
体 

数
、
時
間
等
の
情
報
を
記
録
し
ま
す
。
ア
ッ
パ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
に
は
雨
や
飛
沫
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
屋
根

だ
け
で
な
く
、
緯
度
経
度
、
水
温
、
水
深
を
示
す
機

材
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
出
現
場
所
と
海
洋
環
境
も

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
調
査
で
は
主
に
沿
岸
で
見
か
け
る
ミ
ナ
ミ
ハ

ン
ド
ウ
イ
ル
カ
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
そ
し
て
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
だ
け
で
な
く
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
や
コ
ビ
レ

ゴ
ン
ド
ウ
、
マ
ダ
ラ
イ
ル
カ
と
い
っ
た
外
洋
性
の
鯨

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 

世
界
遺
産
委
員
会
に
お
け
る
審
査
・
登
録
の
可
否
決

定
（平
成
23
年
７
月
）推
薦
書
提
出
の
翌
年 

平
成
19
年
１
月
30
日 

世
界
遺
産
委
員
会
事
務
局

（ユ
ネ
ス
コ
）へ
暫
定
リ
ス
ト
の
提
出 

 

『
推
薦
書
』
の
検
討
・
作
成
（遺
産
区
域
の
検
討
・
価

値
の
証
明
、
推
薦
地
の
説
明
等
） 

    

『
管
理
計
画
』
の
検
討
・
策
定
（保
全
管
理
方
策
の
検

討
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
検
討
） 

最
終
調
整
・
関
係
者
合
意 

・
管
理
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

・
関
係
審
議
会
へ
の
報
告 

・
関
係
省
庁
連
絡
会
議
に
よ
る
決
定 

世
界
遺
産
委
員
会
事
務
局
へ
の
推
薦
書
仮
提
出 

（
平
成
21
年
９
月
） 

世
界
遺
産
委
員
会
事
務
局
へ
の
推
薦
書
提
出 

（
平
成
22
年
２
月
）
２
月
１
日
締
め
切
り 

世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
（Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）に
よ
る

評
価
（平
成
22
年
７
月
〜
） 

（
推
薦
ま
で
の
手
順
） 

 （
遺
産
推
薦
手
続
き
） 

 

（
評
価
） 

 

（
遺
産
登
録
審
査
） 

 

保
護
担
保
措
置
に
関
し

て
と
る
べ
き
措
置
（
国

立
公
園
・
鳥
獣
保
護
区
、

森
林
生
態
系
保
護
地

域
） 

外
来
種
対
策
（目
標
・
方

針
の
設
定
、
外
来
種
駆

除
の
重
点
実
施
、
継
続

的
推
進
の
仕
組
み
） 
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類
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
査
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
は
、
小
笠
原
の
鯨
類
相
や
鯨
類
の
出
現
の

季
節
性
を
解
明
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
デ
ー
タ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
海
域
で
エ
コ
ツ 

 

ア
ー
（主
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
）
を
行
う
事
業

者
の
方
々
に
と
っ
て
も
有
用
な
デ
ー
タ
と
な
る
よ
う

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
  

調
査
中
に
確
認
し
た
マ
ダ
ラ
イ
ル
カ 

                 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
95 

 

―
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
国
際
共
同
研
究 

報
告
４
― 

  

２
０
０
４
年
か

ら
は
じ
ま
っ
た
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
北

太
平
洋
最
大
の
国

際
共
同
研
究
「
ス

プ
ラ
ッ
シ
ュ*

」
。

２
０
０
４
〜
２
０

０
８
年
、
10
カ
国

50

チ
ー
ム
４
０

０
人
以
上
が
参
加
し
、
尾
ビ
レ
写
真
１
万
８
４
６
９

枚
（
７
９
４
１
個
体
分
）
を
使
用
し
て
調
査
の
解
析

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
繁
殖
場
は
、
メ
キ
シ
コ
、
ハ
ワ

イ
、
ア
ジ
ア
と
明
確
に
３
海
域
に
分
か
れ
て
い
る
こ

と
、
餌
場
は
高
い
確
率
で
同
じ
海
域
に
戻
る
こ
と
な

ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
こ
れ
ら
繁
殖
場

と
餌
場
間
の
移
動
８
７
３
例
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。 

  

※
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
（SP

L
A
SH
: S
tructure

 of P
o
pulation

, 

L
evels of A

b
un
d
ance
 an
d Status of H

um
pb
acks

） 

「ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
社
会
構
成
、
生
息
数
と
そ
の
現
状
」 

 

【
決
ま
っ
た
餌
場
へ
】 

ハ
ワ
イ
や
メ
キ
シ
コ
の
ク
ジ
ラ
は
、
同
じ
繁
殖
場

を
利
用
し
て
い
て
も
、
別
の
決
ま
っ
た
餌
場
に
行
く

傾
向
が
あ
り
、
餌
場
は
他
の
繁
殖
海
域
か
ら
来
遊
す

る
ク
ジ
ラ
と
共
有
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 
餌
場
か
ら
見
る
と
、
東
南
ア
ラ
ス
カ(

21
％
以
上)

は
ほ
と
ん
ど
ハ
ワ
イ
へ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
〜
オ
レ

ゴ
ン
（
25
％
以
上
）
は
ほ
と
ん
ど
メ
キ
シ
コ
本
土
や

中
米
へ
、
ロ
シ
ア(
40
％
近
く)

は
ア
ジ
ア
へ
、
そ
れ

ぞ
れ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 【
謎
の
海
域
が
存
在
？
】 

 

北
太
平
洋
中
部
の
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
や
ベ
ー

リ
ン
グ
海
、
ア
ラ
ス
カ
湾
西
部
で
は
、
繁
殖
場
と
の

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
大
変
低
く
（
11
〜
17
％
）
、
夏
場

の
海
況
が
良
く
な
い
た
め
デ
ー
タ
数
が
少
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
本
調
査
で
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

繁
殖
海
域
が
、
他
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
少
な
い
デ
ー
タ
数
の
中
で
も
、
こ
れ

ら
中
部
北
太
平
洋
の
ク
ジ
ラ
は
、
ほ
と
ん
ど
ハ
ワ
イ

や
メ
キ
シ
コ
で
見
ら
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
、
米
国

よ
り
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
新
た
な
発
見
】 

 

メ
キ
シ
コ
の
リ
ベ
ヤ
ヒ
ヘ
ド
諸
島
を
繁
殖
場
と
す

る
ク
ジ
ラ
５
６
２
頭
中
、
８
７
頭
（
15
・
４
％
）
が

餌
場
で
再
識
別
さ
れ
、
こ
の
数
値
が
３
％
以
下
で
あ

っ
た
過
去
の
研
究
結
果
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
主
に
、
ア
ラ
ス
カ
湾
北
部
（
44
％
）
、
ア
ラ

ス
カ
湾
西
部(

13
％)

を
餌
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。 

 

【
移
動
の
最
長
記
録
！
】 

２
０
０
５
年
３
月
に
メ
キ
シ
コ
の
リ
ベ
ヤ
ヒ
ヘ
ド
諸

島
で
見
ら
れ
た
ク
ジ
ラ
が
、
同
年
８
月
に
ロ
シ
ア
の

コ
マ
ン
ダ
ー
諸
島
で
見
ら
れ
、
両
海
域
間
を
つ
な
ぐ

初
記
録
と
な
り
、
最
低
で
も
７
９
２
５
km
の
移
動
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
ア
ジ
ア
の
ク
ジ
ラ
た
ち
】 

ハ
ワ
イ
や
メ
キ
シ
コ
で
見
ら
れ
た
ク
ジ
ラ
の

15
％
以
上
が
餌
場
で
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
内
の
３
つ
の
繁
殖
場
で
は
、

餌
場
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
示
す
例
は
10
％
以
下

で
、
こ
れ
が
小
笠
原
で
は
５
％
以
下
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
内
の
ク
ジ
ラ
の
回
遊
の
詳
細
は
、
次
号
で
ご

報
告
し
ま
す
。 

 

【
日
本
初
！
ウ
ミ
ガ
メ
道
路
標
識
】 

 

産
卵
期
の
親
ガ
メ
は
、
夜
間
迷
走
し
て
都
道
を
横

断
す
る
こ
と
が
あ
り
、
車
両
と
の
接
触
が
起
こ
っ
た

場
合
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
も
人
間
に
も
非
常
に
危
険
で
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
特
に
ウ

ミ
ガ
メ
が
迷
走
し
や
す
い
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
船
の

上
げ
下
ろ
し
ス
ロ
ー
プ
間
の
都
道
、
お
よ
び
扇
浦
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
と
浄
水
場
間
の
都
道
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
注

意
の
標
識
を
立
て
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
産
卵
期

は
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
８
月
い
っ
ぱ
い
ま
で

続
き
ま
す
。
夜
間
走
行
に
は
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b
onin
-oce
an.net 

 

 

                 

小
笠
原
警
察
署
作
製
、東
京
都
小
笠
原
支
庁
協
力 

設
置
期
間
（
５
月
11
日
〜
８
月
31
日
） 



ビジターセンター 硫黄島3島展（～6） 入港日

9日以降は入港中 高校図書館開放

原付免許学科試験

高校図書館開放

こどもまつり（父島） 野ネコ対策事業（～24）

子供の日の集い（母島）

出港日

ヘルスアップ教室（母島）

父島動物巡回診療申込締切

母島乳幼児計測会

定期予防接種 電話による無料法律相談

小笠原商品券販売（短期滞在者等） 男の料理教室申込締切

診療所午後外来実施 入港日

ウォーキング教室（父島） 父島動物巡回診療（～24）

小笠原商品券販売（フリー販売） 高校図書館開放

入港日 産婦人科専門診療（母島）

高校図書館開放

耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～14） 軽自動車税減免申請申込締切

野ネコ捕獲事業の住民説明会（父島） 出港日

母島巡回労働相談 産婦人科専門診療（父島 28、29、6/1）

出港日 母島森林生態系保護地域入林受付

父島不発弾処理（洲崎） ヘルスアップ教室（父島）

父島ノヤギ駆除

父島不発弾処理（旭山）奥村地区避難

日商簿記検定申込締切

硫黄島訪島事業参加者申込締切 父島返還祭参加者応募締切

父島不発弾処理（洲崎）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 入港日

父島ノヤギ駆除 高校図書館開放

耳鼻咽喉科専門診療（母島 ～17）

原付免許学科試験申込締切

18 月

19 火

17 日

23 土

22 金

21 木

20 水

水

5 火

4 月

6

8 金

7 木

15 金

14 木

9 土

13 水

12 火
水

28 木

31 日

29 金

30 土

27

24 日

25 月

26 火

10 日

11 月

2 土

3 日

日付 曜日 行　事　予　定

1 金 16

行　事　予　定日付 曜日

土

入・出港日

みどりの日

こどもの日

振替休日

入・出港日

憲法記念日




